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との密接な連携を確保し、現場の要件に立脚した研究開発を進める。研究開発では、基礎

研究の段階から具体的な応用や用途を見据えるとともに、実用化に近い段階においては、

公的部門のニーズや現場要求を踏まえて技術的要件や経済性等の目標を設定し、その実現

に努力することが必要である。そして、それが達成された場合には、公的部門は、最終的

な実用化のための必要な開発が行われるよう積極的に取り組むとともに、新技術の現場へ

の導入を積極的に検討すべきである。その際、調達手続の公正性、透明性及び経済性の確

保に留意しつつ、総合評価落札方式等の技術力を重視する入札制度の活用も期待される。

このような取組に限らず、例えば低公害自動車等、政策需要に基づくより技術的要求度

の高い新技術について、国が率先して先進的な初期需要者として機能することは、新技術

に係る市場の形成や民間におけるイノベーションを刺激することとなり、社会的・公共的

価値の創出のみならず、経済的価値の創出の観点からも意義が大きい。

また、研究開発型ベンチャーにとって、その製品やサービスが公的部門によって調達さ

れることは、企業の信用力を高めるとともに、創業段階での収入確保のためにも重要であ

る。例えば、研究機器など特別な仕様に係る新技術については、技術力を持ち、要求に対

して柔軟に対応できる研究開発型ベンチャーの能力が活かされる分野であり、その能力活

用に政府として取り組むべきである。

３．地域イノベーション･システムの構築と豊かで活力ある地

域づくり

地域における科学技術振興は、当該地域特有の高い研究開発ポテンシャルを活用した先

端的な研究開発、将来ブレークスルーをもたらし得る独創的・革新的な研究開発または伝

統工芸、伝統産業や文化を含む地域の特色や資源を活かした多様な研究開発の実施により、

我が国全体の科学技術の高度化・多様化を実現するものである。

また、地域における科学技術活動は、イノベーションを通じた産業の国際競争力の強化

による地域経済の活性化、地域住民の質の高い安全・安心な生活の実現及び創造的で魅力

ある地域社会と文化形成に寄与する。

さらに、地域の大学、公的研究機関や企業といった科学技術活動主体と地域住民との対

話の促進や、産学官連携活動による研究開発成果の地域社会への還元を通じ 「社会のた、

めの科学技術」の政策展開にとっても重要な役割を果たす。
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国と地域の協力

国と地方公共団体の関係が見直されつつある中で、今後、地方公共団体には、より自主

的、主体的な科学技術活動の展開が求められており、国は地方公共団体の自主性や主体性

をより重視した施策を講じることが必要である。国は、地方公共団体をはじめとする地域

の関係者による自主的、主体的な活動を支援していく。特に、地球規模のボーダレス化に

伴い、国は、国際競争力の強化に繋がる地域独自の戦略的な活動を積極的に支援すること

を通じて、我が国全体の競争力強化を図っていく必要がある。

今後、国から地域への支援という関係を越えて、国と地域が各々の目的を達成すべく協

力する又は相互に補完し合うという関係が一層重要性を増していくものと考えられる。

地域科学技術振興の戦略的な推進

国は、地方公共団体と協力して地域科学技術の振興を図っていく上で、地域のポテンシ

ャルを活用した重点課題の研究開発の実施や技術開発の多様な選択肢の確保など各分野の

研究開発戦略との整合性を確保するとともに、我が国全体のイノベーション・システムを

構成する重要な要素の一つと認識して施策を講じていく必要がある。

なお、国際的な競争が避けられない技術分野等については、研究成果の実用化に当たっ

て、国や地方公共団体が初期需要者として公的な市場を提供するなど、研究から実用化・

普及までの一貫した戦略をもって、地域における研究開発等に取り組んでいくことが重要

である。

（１）地域クラスターの育成

我が国全体のイノベーション創出を促進するために、知的クラスターをはじめとする国

際競争力のある地域クラスターの育成を図る。このため、国は、地域のイニシアティブの

下で行われているクラスター形成活動を競争的環境の下で支援するとともに、一定期間が

経過した後、各地域の国際優位性を評価し、世界レベルのクラスターとして実現可能な地

域に戦略的・重点的な支援を行う。また、世界レベルのクラスターとともに、小規模でも

地域の特性を活かした強みを持つクラスターを各地に育成する。

その際、地方公共団体と関係府省がクラスターの育成に関係する様々な政策や施策の協

調と連携を図るとともに、クラスター形成活動の広域化・多重化や海外も含む地域同士の

ネットワーク交流等を積極的に促進する必要がある。なお、クラスターの形成・発展は長

期間を要することに鑑み、その持続性に重点を置いた施策の実施や評価を行うよう留意す

る必要がある。
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（２）地域における科学技術施策の円滑な展開

① 関係府省の連携強化

地域における科学技術施策の企画・実施に当たっては、地域の特性やニーズを踏まえた

上で、その目標を効果的・効率的に達成するため、府省間の縦割りを排除して施策間の連

携を図りつつ、人材養成、基礎研究から実用化・普及に至るまで政府一体の取組がなされ

ることが重要である。また、研究開発のみならず、公的市場の提供や規制緩和、国際標準

化等を視野に入れた施策を展開する。さらに、地域の研究機関や企業等の関係者がそのニ

ーズに応じて適切な施策の選択ができるよう、利用可能な施策の全体像を示すとともに、

関係府省の地方機関間の連携の強化や関係府省が地域に展開している研究開発資源を活用

することが重要である。

② 大学の役割

地域の大学において、新産業の創出を含めた将来の糧となる優れた技術の種を生み出す

ための基礎研究や特色ある研究を実施することは地域の科学技術振興の基盤となる。近年、

大学の地域連携活動が活発化しつつあるが、今後とも大学の教育研究能力や人材を活用し

た施策や大学の地域活動に対する支援を行うことにより、大学が人材養成を含めた地域科

学技術の振興のためにその役割を積極的に果たしていける環境を整備する。なお、大学に

おける知的財産戦略と地方公共団体等による地域の知的財産戦略との整合を図っていくこ

とが重要である。

③ 地域の研究開発資源の活用と充実

地方公共団体の科学技術関係経費は減少しているが、地域の研究開発資源の活用の観点

から、地方公共団体による科学技術関係経費の確保や科学技術活動の積極的な実施を促す。

筑波研究学園都市及び関西文化学術研究都市については、関係機関が連携し、研究機関、

大学の集積及びそれぞれの地域の特色を生かし、世界的な科学技術都市への発展を目指す。

また、公設試験研究機関（公設試）は、地域産業・現場のニーズに即した技術開発・技術

指導等に重要な役割を担っている。地方公共団体が、公設試と大学との連携、公設試間の

連携等を図るとともに、公設試を活性化する施策を講ずることが期待される。国としても

公設試の改革など地方公共団体の体制の改革を促進するための施策を講じることが必要で

ある。

④ コーディネート機能の強化

地域においても、コーディネーターの活動は、産学官連携の成否の鍵を握るものであり、

その活動を支援する体制の強化や次世代を担う若手人材の養成・確保を図っていくことが
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必要である。また、コーディネーターが所属する組織の枠を超えて連携し、地域内外を自

由に活動できる環境を醸成するとともに、コーディネーター間の連携を促進するためのネ

ットワークの形成活動を支援する。

⑤ 地域の科学技術人材の養成・確保

地域の社会・産業ニーズに沿った人材を養成するため、人材養成に係る地域の産学官の

連携を強化する必要がある。このため、国はインターンシップや社会人の再教育等の人材

養成の取組を含めた地域の幅広い産学官連携活動を支援するとともに、地域の産学官連携

を牽引するコーディネーターや研究者などの養成・確保のための取組を推進する。また、

次世代を担う地域の科学技術人材を育て、住民と研究者等の対話を促進するため、地域に

おける理解増進活動を推進する。

⑥ 地域間の戦略的な国際活動の推進

クラスター形成活動などに関係し、地域においては自らの産業競争力の強化などを目的

として、直接海外の地域や組織との協力関係を模索する動きが増加している。国は、この

ような戦略的な地域間協力を支援し、地域の科学技術活動の国際化を推進する。

４．創造的で質の高い研究開発システムの構築

（１）競争的資金の拡充と制度改革の推進

① 競争的資金制度の充実

これまでの競争的資金の拡充により、研究者の競争的資金に対する認識も高まり、外部

資金による研究が相当程度定着しているが、競争的資金の採択率は依然として低く、研究

者のニーズに対応し切れていない。また、間接経費も着実に伸びているものの、全ての競

争的資金制度で３０％の間接経費を措置するには至っていない。さらに、研究者のキャリ

アパスにおいて重要な時期である若手研究者を対象とする制度の充実が必要である。

このため、競争的資金については、政府研究開発投資全体の拡充を図る中で、基盤的経

費を確実に措置しつつ、その一層の拡充を目指す。

競争的資金には様々な制度が存在するが、それぞれの制度においては、趣旨や目的を明

確にするとともに、研究費規模、研究期間、研究体制、評価法、推進方策等がその制度の

趣旨に応じ最適になるよう設計すべきである。

② 競争的資金のマネジメントの強化
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